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                          Teiichi  MINEI 
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                       (Director Prof. S. Shigematsu, M. D.) 
   1. A case of external penetrating wounds of the bladder casued by an accidental bamboo 
stick is reported. 
   2. Statistical survey of fourteen cases of external penetrating wounds of the bladder 
hitheroto reported inJapan is described.
諸 言
久留米大学医学部泌尿器科開設以来満9年 に
なるが膀胱 ・直腸刺杭 創は本例が初 めてであ り
本邦 に於いて も記載明確 な症例は1926年布 目の
発表以来13例に過 ぎない.こ の様 に膀胱 ・直腸
刺杭創 は近年 に於 て稀有な疾患である.最 近著
者 は55才の男子 で竹の切株に尻餅 をつき直腸















































































端をなす杭様 物体が下腹部に刺入又 は穿孔 する
外傷 をい うと 定義 し一般外傷か ら区別 した.
Stiassny(1905)は挫傷 を伴つた複雑 な刺傷 の
1種であ り墜落等に より杭様物体 に身体が突 き
刺 さる外傷で即 ち能動的外傷,受 動的外傷 も含
め るべきであると述べ ている.Lexerは 本外
傷は会陰部に多いので会陰部 のものを定型的刺
杭創,そ の他の ものを非定型的刺杭創 と区別 し
ている.現 今では刺杭創は外傷部位損傷臓 器の
名称を附 して呼ぶのが慣例 となつている.従 つ
て本症例は会陰部の損傷が無 く直接竹 の切株 が
肛門に突入 し直腸 壁を穿孔 し膀胱内に貫通 した
症例 で幸 い腹膜,廻 腸等の周囲臓器の損傷が見
られ ないので典型的な直腸・膀胱刺杭創である.
刺 杭 創 の頻 度 は近時に於 いて極めて稀 であ




ている.本 邦 に於 いては刺杭創の報告例は極め
て少 く布 目(1926)の発表以来,著 者 の調査 した




集めて記載 している点か ら見 ると欧米 では本邦
より頻度が高 いが,未 報告例を考へれば本邦に
610 嶺井一膀胱 ・直腸刺杭創の一例







































































転 落 棒 杭
転 落 鉄 棚
腰 掛 動 作 杭
尻 餅 篠 竹
墜 落 木 の 切 株
墜 落 垣 根 の 杭
墜 落 竹
尻 餅 木 の 切 株
尻 餅 バ ラ の 切 株
自転車転倒 ・垣根の竹
転 倒 ガ ラ ス 片
尻 餅 竹 の 切 株
種 類 処 置






直 腸 ・膀 胱 ・回腸




右 腎 部 膀胱
直 腸 膀 胱
会 陰 式 手 術










直 腸 損 傷 部 縫 合
会 陰 式 手 術
食餌制限 ・保 存 的治 療
1月放置,膀胱高位切開
に て 竹 結 石 摘 出
手 術 的 治 療
膀 胱 壁 縫 合
おいて も実際にはかなりの頻度に なるもの と思
われ る.性別は一般外傷 と同様,男子に多 くMa-
delungは276例中男子224例で81.1%,女子52
例で18.8%と報告 している.本 邦においては女
子 につ いての報告例は見当 らない.発 生原因は
杭様物体に転倒,墜落等に よるものが多 く,棒杭
(東三平),鉄柵(東 陽一),篠 竹,(小林),木 の
切 株(下 温 湯,柿 崎),垣 根 の杭(百 瀬,姉
崎),竹の切株(鳩野,著 者),ス キー ス トッ ク
(Pellegrilli,Feldmann)等の報告例がある.
侵入門は男子では肛門 と其 の周 囲が多 く,女 子
では膣 が多 いと云われ ている.刺 入方向は体 の
縦軸に一致 し上方 に向い,直 腸,膀 胱,腹 膜,
廻腸 等を損傷す る事 が多 い.刺 杭 による損傷 の
程度に 関 し百瀬は 次 の様 な分類を 行 なつてい
る.(1)腹膜外骨盤臓器 の損傷,② 骨盤臓器損 傷
に腹膜損傷 を伴 うもの,(3)第2項に腹腔内損 傷
を伴 うもの.此 の分類に よると本邦記載明確 な
症例は布 目,高 藤,東(三 平),東(陽 一),水
島,小 林,下 温 湯,鳩 野,柿 崎及 び著者列は1

























意図からネ ラ トソ氏 カテーテルを留置,腹 臥位
をとらせたが,1週 間後,排 便時に腹圧 を加え
た為,尿 の漏出を認めた.こ れ は明 らかに失敗
である.本 疾患においては診断,治 療 の意味か
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